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長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
中
国
の
税
関
に
お
け
る
我
が
国
の
航
空
会
社
機
内
誌
の
通
関
拒
否
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
中
国
の
税
関
に
お
け
る
我
が
国
の
航
空
会
社
機
内
誌
の
通
関
拒
否
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
日
本
企
業
と
中
国
地
方
政
府
の
間
の
や
り
取
り
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
確
認
す
る
立

場
に
な
い
が
、
関
係
者
か
ら
の
連
絡
に
よ
り
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
十
一
月
十
六
日
、
在
瀋
陽
日
本
国
総
領
事
館
大
連
出
張
駐
在
官
事
務
所
は
、
大
連
の
株
式
会
社
日
本
航
空
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
以
下
「
日
本
航
空
」
と
い
う
。
）
関
係
者
か
ら
、
本
件
事
案
の
発
生
を
受
け
て
支
援
の
要
請
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
大
連
市
政
府
対
外
貿
易
経
済
合
作
局
に
対
し
、
同
社
の
円
滑
な
企
業
活
動
確
保
の
観
点
か
ら
適
切
な
対
応
を

行
う
よ
う
申
入
れ
を
行
っ
た
。
在
中
国
日
本
国
大
使
館
を
通
じ
た
申
入
れ
等
は
行
っ
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
十
一
月
十
六
日
、
在
瀋
陽
日
本
国
総
領
事
館
大
連
出
張
駐
在
官
事
務
所
か
ら
大
連
市
政
府
対
外
貿
易
経
済
合

作
局
に
対
し
、
日
本
航
空
の
円
滑
な
企
業
活
動
確
保
の
観
点
か
ら
の
申
入
れ
を
行
っ
た
。
尖
閣
諸
島
に
関
す
る
我
が
国
の
立

一



場
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
累
次
の
機
会
に
中
国
政
府
に
対
し
申
入
れ
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
に
お
尋
ね
の
よ
う
な
事
例
が
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

政
府
と
し
て
、
日
本
企
業
の
海
外
に
お
け
る
活
動
に
関
す
る
支
援
要
請
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
対
応
し
て
き
て
い
る
。
尖

閣
諸
島
に
関
す
る
我
が
国
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
累
次
の
機
会
に
中
国
政
府
に
対
し
申
入
れ
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
四
月
十
二
日
、
大
連
日
本
人
学
校
が
副
教
材
千
五
百
三
十
九
冊
を
輸
入
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
副

教
材
の
う
ち
百
二
十
八
冊
が
、
大
連
税
関
に
よ
り
、
通
関
上
の
検
査
を
理
由
と
し
て
、
六
十
五
日
間
に
わ
た
り
留
置
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
同
年
六
月
二
十
九
日
、
留
置
さ
れ
て
い
た
副
教
材
百
二
十
八
冊
の
う
ち
百
十
三
冊
は
、
大
連
日
本
人
学
校
に
引
き

渡
さ
れ
、
残
る
十
五
冊
は
、
同
月
三
十
日
、
収
録
し
て
い
る
地
図
が
中
国
大
陸
と
台
湾
を
異
な
る
色
に
て
表
示
し
て
い
る
こ

と
が
出
版
管
理
条
例
及
び
中
華
人
民
共
和
国
税
関
個
人
印
刷
品
及
び
録
音
録
画
製
品
の
携
帯
及
び
郵
送
に
対
す
る
管
理
規
定

の
関
連
規
定
に
反
し
て
い
る
と
し
て
、
中
華
人
民
共
和
国
税
関
行
政
処
罰
実
施
条
例
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
返
送
処

分
と
さ
れ
た
。

二



七
に
つ
い
て

在
瀋
陽
日
本
国
総
領
事
館
大
連
出
張
駐
在
官
事
務
所
は
、
平
成
十
七
年
五
月
二
十
五
日
、
大
連
日
本
人
学
校
よ
り
、
副
教

材
百
二
十
八
冊
が
大
連
税
関
に
留
置
さ
れ
て
い
る
旨
の
報
告
を
受
け
、
直
ち
に
、
大
連
市
外
事
弁
公
室
を
通
じ
て
副
教
材
留

置
に
関
す
る
理
由
及
び
適
用
法
令
等
に
つ
い
て
の
照
会
を
行
う
等
早
期
通
関
の
た
め
必
要
な
対
応
を
行
っ
た
。

八
及
び
九
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
本
件
副
教
材
が
大
連
税
関
に
留
置
さ
れ
た
こ
と
が
、
直
ち
に
我
が
国
の
主
権
を
侵
害
す
る
も
の
と
は
考

え
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
一
般
に
、
日
本
人
学
校
は
現
地
の
法
令
に
準
拠
し
て
設
立
・
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
大
連

日
本
人
学
校
の
関
係
者
も
、
中
国
の
法
令
を
遵
守
し
て
学
校
運
営
に
当
た
る
と
の
方
針
の
下
、
本
件
に
つ
き
争
う
考
え
を
有

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
中
国
政
府
に
対
し
て
抗
議
は
し
て
い
な
い
。

三


